
All's Well That Ends WellのStyleについて

―特にHelenaに言及して―

内山倫史

（1）

11‘薦W雇‘丁加fE，143既」‘のstyleについては，言葉使いが一様でないこと，ソネ

ット形式の頻出，散文と無韻詩と押韻詩が入り混っていることなど，その多様性についてし

ばしば言及されてきた。しかし，このことは，この作品が未熟であることを意味するもので

はない。Barbara　Everettは‘4Here　the　stylistic　variations　are　far　from　random；they　are

indicated　by　literary　purpo風They　communicate　mood，　tone，　and　characten，’1）と述ぺて

いる。

この小論では，特にHelenaの言葉のstyleに焦点をしぼり考察を加えてみたい。

②

第一幕第一場に登場するHelenaの最初の言葉はこうである。

Ido　affect　a　sorrow　indeed，　but　I　have　it　too．　　　　　　　　　　　　　　　　（工1・　50｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

Q工Campbel1はHelenaについて次のように述べている。“Throughout　the　play　her

concealment　of　her　thoughts　and　intentions　forl旧an　impQrtant　part　of　hef　cleΨer－wench

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　1窒盾?h2）この台詞には，父の死を悲しむふりをして，実際はBe【tramへの絶望的な恋心を吐

露するHelenaの複離な気持が，また，αJ．　Campbellのいう・4”5既」♂における‘fcl鼻ver一

wench”としての彼女の役割が，巧みに表わされている。さらに，この言葉が意味するap・

pearan。eとIealityの相異は，恥rollesを中心とする脇筋の重要なテーマであり，ここには劇

全体の主題的意匠とでもよぶべきものが感じられる。

同幕同場，Count㏄s，　Beτtram，　Lafeuが退場すると，恥lenaは独白でBertramへの思

慕の情を次のように表わす。

Iam　undone；there　is　no　I玉Ψing，　none，

If　Bertram　be　away　；‘twere　all　one

That　I　should　loΨe　a　bright　par吐cular　star

And　think　to　wed　it，　he　is苧o　aboΨe　me」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一bhn　his　bright　radiance　and　colla†eral　light

Must　I　be　comforted，　not　in　his　sphera　　　　　　　　　　｛U・82－87）

Shake呂peareのいわゆる“ro㎜ntie　comedy”で畳ま・恋人たちは恋心を情熱的な独白で述べる
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のが普通であるが，オ」”5既」4におけるHdenaの独白は，すべて消極的な感情の吐露に終

っている。上のHelenaの最初の独白までの全行数76行までに，　Helenaの話す言葉は，上

述の“Ido　affect　a　sorrow呈ndeed，　but工have　it　too．”｛工i．50｝という1行だけである。

そのため，彼女の受動的態度，孤立感が強調され，上の最初の独白へと巧みに受けっがれて

いる。Caroline　F、　E．　Spurgeonは，　Helenaの言葉に「星」のイメージが繰り返し表れるこ

とを指摘している3）。R傭80副4▽遅f部では，「星」のイメージは若い熱烈な恋のシンボル

として用いられているが，」4”5艶〃ではHelenaの片思いを表わしている。彼女はBer一

tra皿を“bright　partlcular　s｛ar”（84行）に讐えるものの，“collateral”（86行）と㌔・うPtolemy

の天文学の言葉で自分とBertramの身分の違いを際立たせ，叶わぬ恋への諦めの気持を強

めている。さらに，彼女の独白はこう続く。

To　see　hi皿every　hour；to　sit　and　draw

His　arched　brows，　his　hawking　eye，　his　c肛ls，

In　our　hearぜ5　table－heart　too　capable

Of　eΨery　line　and　trick　of　his　sweet　favour．

Buしnow　he’s　gone，　and　my　idolatrous魚ncy

Must　sahbtlfy　llis　relics．　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．　i．9〔｝－96）

“arched　brow”（91行），“hawking　eye”（91行），“curls”（91行）という言葉の畳み掛け，

1‘ldolatrous”（94行），‘ご…旧nctify”（96行），“relics”（96行）という宗教的conno血tionのある

語彙の多用　　Bertramは，　Helenaがひたすら崇拝する「神」のような存在に高められて

いる。

この独白のあと，HelenaはParollesと“virginity”｝こついて下品な対話をする。　Helena

の台詞は韻文から議論の内容にふさわしい散文にかわる。

P4匠Are　you　meditating　on　virginity～

月18盈AヱYou　ha》e　some　staln　of　soldier　in　you；1et　me　ask　you　a　question．　Man

is　enemy　to　vir庫nity．；how㎜y　we　l渇rri㎝d。　if　against　hi皿？

」Pαプ」　K¢ep　hl皿out．

Hβ政　But　he　assails；and　our　virginity，　though　valiant，　in　the　defence　yet　is　weak

Unfold　to　us　some　warlike　resistance．

で砿There　is　nona　Ma且set廿ng　down　before　you　will　undermineγou　and　blow

you　up・

H8工Bless　our　poor　vlrginity　from　under㎡ners　and　blowers－up！Is　there　no　military

policy　h。wΨirgins面ght　blow　up　men？

P砿Virginity　being　blown　down　man　will　quicklier　be　blown　up；marry，　in　blowing

him．　down　again，　with　the　l〕reach　you雌e1Ψes　made　you　Iose　your　city．　It　is　rlot

politic　iu　the　commonwealth　of　nature　to　preserve　virginitヱLoss　of　virginity　is

rational　increase，　and　t1ユere　was　never　virgin　got　till　vlrginity　was丘rst　lost．

（1．i．108－127）

この散文の対話は，E・A・M．　Colma　11も指5商するように4），ム〃∫既」‘の2っの主筋，つま

り・Helenaが将来計画的に“v三rgi　n”を失うこと，及び，　Rarollesの正体が暴露されること
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と，密接な関係があることを考えると，伏線として極めて重要な機能を果している。また，

Shakespeareのheroillesの中でHelenaほど“mllltary　imagery”を用いる人物は見当たら

ないが5），この対話が，Rarollesを参謀に見立てたBertramの1’F戦計画とすれば，ここに頻

出する“military　imagery”1ま効果的な働きをしている。

次に，Helenaの第二の独白をみてみたい。同幕同場，　Pardlesが退場すると，　Helena

は次のような独白をする。

Our　remedies　oft　in　ourselves　do　lie，

Which　we　ascribe　to　heaven；the　fated　sky

GiΨes　us　free　scope；on1ヲdoth　backward　pull

Our　slo、v　des董gns　lvhen　tve　ourse1Ψe5　are　dulL

What　power　is　it　which　mounts　nly　loΨe　so　high，

That　Inakes　me　see，　and　c＆nnot　feed　rr丘ne　eye？

The　mighties†space…n　fortune　nature　brings

To　join　like　likes，　and　kiss　like　native　things．　　　　　　　　｛L　i．212－219）

第一・独白の押韻のない韻文と異り，この独白のstyleは，2行つつ韻をふむcoupletに変わ

っている。AMf4膨解耀ノN埴形’5　Dブε伽では，妖精の支配する森の中で，恋人たちが自

由に感情を表現できない状態が，coupletにより巧みに伝えられている6）。この独白における
●　　　●　　　■　　　■　　　－　　　・

coupletは，　Paro11esとの対話に触発され，　Bertmm獲で駅こ乗り出すHelenaの内に秘めた決

■意を一そう強めるのに効果的な働きをしている。・4〃3W8〃におけるHelenaの独白の特徴

が激しい感情の吐露でないことは第一独白のところで述べたが，彼女の独白は・Antonyや

Cleopatraの“hyperbde”（7）と対照的に“int鵬pective”と言えるだろう。Una　Ellis－Fermor

は，“The　fated　sky∴．、du11．”（11．213－215）の台詞について，『．．we　are　in　a　world　where

the　words　do　not‘sing　and　shine’；their　m．usic　is　tilat　of’oτσ一置ω2召4，，π84髭郎動ε51ρ召6魏。”（8）

（イタリックは筆者）という適切な批評をしている。

館一幕第三場は，Helenaが胸に秘めたBertmmへの愛をCOuntessに告白する場である。

　ρ
hknow　I　love　1n　vain，　strive　against　hope；

Yet　in　this　captious　and　int㏄㎜ble　sieve

Istill　p・ur　in　the　waters・f　my　l。ve　　　　　噛

And　lack　not　to　lose　still．　Thus，　Indian－like，

Re1…gious　in　mine　error，　I　adore

The　sun　that　looks　upon　his　worshipper

But　kn。ws　of　him　no皿ora　　　　　　　　　　　　（Lili．196－202）

Parollesとの対話からBertram獲得の決心をしたにもかかわらず・この台詞には「恋しても

むだ，どんなにお慕いしても望みはない」（110ve　in　vain，　sthΨe　against　Lope）というHelena

の悲しい予感がある。内容は第一独白との類似性があり，そのため，styleも再びcoupletか

ら押韻のない韻文へともどっている。笛一独白で，“bhght　particular　star”に讐えられた
●　　　停　　　●　　　■　　　b　　　署

Ber㎞mは，ここでは再び同じ天体のイメージ“sun”に薯えられ，　Helenaがいちずに崇拝
■　　●　　●　　・

ｷる対象のみになっている。さらに，ここにみられる“slev壱”のイメージは絶望的な愛の
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emble孤であり，彼女のBertramへの悲痛な気持が一そう強められている。

③

第二幕第一場は，Helenaが王に，彼の難病を治療させてくれるようにお願いする場面であ

る。まず，Helenaをどうしても信じようとしない王を説得する彼女の台詞をみてみよう。

He　that　of　greatest　works　is丘nisher

Oft　d㏄s　them　by　the　weakest皿inlsteL

So　holy　writ　in　babes　hath　judgment　5hown，

When　judges　have　l毘en　babe鼠Great　no曲have且own

From　8imple　50urces，　and　great　seas　haΨe　dried

When　miracles　have　by　tlle　grea†，st　been　denie己　　　　　（II，iJ35－140）

最初，blank　verseで王と対話をしていたHelenaは，最後の説得を試みようとする時・

coupletsを用いるようになる。このstyleの変化は，この台詞が殆ど聖書への言及9）から成

　　　　　7阯ｧっていることと相侯って，奇跡を行う前の雰囲気を見事に醸し出している。Helenaの

説得は同じcoupletsでさらに続けられる。　　　　　　　　　　　．

Inspired　merit　so　by　breath　is　barr’d

It　is　not　so　wlth　Him　that　all　things　knows

As’tis　with　us　that　square　our　guess　by　shows；

But　m。st　lt　is　pr｛罰mption　in　us　when

The　help　of　heaven　we　coun亡the　act　of　Inen．

Dear　5ir，　to　my　endeavours　give　consent；

Of為eaΨen，　not　me，　make　an　experimenち　　　　　　　　　　（1工i．147－153｝

第1行のdivine　insp1ration”と“hu㎜n　speech”の対照，神の援助への呼びかけ・奇跡に

対するHelenaの自信，　coupletを主にした均整のとれた構文一この台詞には，宗教的儀

式を思わせるものがある。さらに，王から治療の期間を尋ねられるHelenaの答えはこう

である。　　　　　　　　　　　　冒

Ere　twice　the　horses　of　tlle　sun　shall　bring

Their　fiery　coacher　his｛五umal　ring，

Ere　twice　in　m」urk　and㏄cidental　damp

Moist　Hesperus　hath　quench’d　her　sleepy　la凧p，

Or　four　and　twenty　times　the　pilot，s　glass

Hath　told　the　thievish　minutes　how　they　pass，

What　is　in丘rm　from　your　sound　parts　sha1田y，

Health　shall　live　free’ ≠獅п@sickne…蝿freely　dia　　　　　　　　　｛H．　i．160－167）

αKHunterはこの箇所について，“The　periphrases　of　Helena’s　reply　aτe　probably　de・

signed　to　produce　an　e旺ect　onn¢antation　against　sickn盤”1°）と説明している。呪文のよう

な止ythm，古風な語彙，神話の引喩を含むこのcoupletは，不治の病気を患う王を治療す
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るという奇跡を行う直前の場で，極めてふさわしい機能を果している。

④

王の治療に成功した後のHelenaのstyleは変化する。第二幕第三場，王との約束で，貴

族たちの中から自分の夫を選ぶ時のHelenaの台詞をみてみたい。

Iam　a　simple　maid，　and　therein　wealthiest

That　I　protest　I　slmply　am　a　maid．

Please　it　your　majesty，　I　have　done　alread》㌦

The　blushes　in　my　cheeks　thus　whisper　me　3

“We　blush　that　thou　should’st　choose；but，　be　refu…把d，

Let　the　white　death　sit　on　thy　cheek　for　eΨer，

We，ll　ne，er　come　there　again．”　　　　　　　　　　　（田ii．66」72）

丁海M醒加沸o∫yθπ∫‘8で，PortiaがBassanioを選ぶ時の言葉には“music　i㎜9ery”

の美しい流動がみられるが11），Helenaのこの台詞には，　coupletの技巧も，誇張法もなく・

語彙も平易で，素朴単純な文体になっている。第二幕第三場以後のHelenaのstyleは，殆

ど滴索単純で，そのため，逆に，一そう真実の感情の流露がみられる。同幕同場，Bertra皿

を選ぶ時のHelenaの言葉はこうである。

Idare　n。t…凱y　l　take　you，　but　l　giΨe

Me　and　my　serΨice，　eΨer　whilst　I　live，

Into　your　guiding　power　This　is　the㎜n．　　　　　　　　　（IL　iii．102－105）

語彙も殆ど単音節語で，構文も極めて平易である。さらに，最後の“This　is　the　man・”と

いう文には強勢がおかれ，心に秘めた夫を選ぶ瞬間のHelenaの気持が鮮かに表わされてい

る。

βertrar血から拒絶されるHelenaは，106行から146行の40行の間は全く沈黙したままで，

次の2行を話した後，再び，この場の終りまで黙ってしまう。

That　you　are　well　restorld，　my　lord，1’m　gla己

Let　the　rest　gα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IL　iiL　147－148）

この殆ど単音節からなる素朴なstyleは，　Helenaの言わば諦念の気持を表わすと同時に・

一そう孤独な悲哀感を高めるという効果を生み出している。　　’

この後のHelenaの台詞は，後で述べる第三幕第二場の台詞を除けば大体平易素朴な・

styleで終始する。例えば，第二幕第四場，　ClownやParollesと話すHelenaの台詞も，数

は少く，しかも，殆ど1行か半行で，単音節語を主とした平易な言葉である。

ここで，前述したHelenaの例外の台詞を取り上げてみたい。第三幕第二場・Bertramの

手紙の内容を知ったHelenaは，　Countessと2人の貴族退場後，　Bertramを戦争へ追いや

ったのはすべて自分の責任として次のような独白をする。

Poor　lord，三s’t　I
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That　chase　thee　fr。m　thy　c。untry，　and　exp㈹

Those　tender　limbs　of　tllhle　to　the　event

Of　the　none－sparlng　war　P　And　is　it　I

That　drlΨe　thee　from　the　sportiΨe　court，　where　thou

W註st　sh。t　at　with魚ir　eyes，　t。　IE　the㎜rk

Of　smoky　muskets？Oyou　leaden　mes8enger8，

That　rIde　upon　the　violent　speed　of　fire，

Flアwith　fhlse　aim；move　the　stヨlI－plecing　air

That　sings　with　piercillg；do　not　touch　my　lor【L　　　　　　（III．　ii．102－111）

Peter　Ureは，この独白を「この劇を回転させる軸」とみて次のように述べている。“lt　is　a

fine　example　of　that　most　important　of　all　units　in　Shakespearian　co皿pgsltヨon，　the　long，

exacting　speech　highly　charged　with　metaphor，　highly　reΨelatory　of　the　speakerls　pas一

3ionate　soul，　truly’mining　her　psyche7　and　yet　at　the　same　time　looking　forward，丘11ed

with　preparation　for　future　action．”12）｝Ielenaのstyleの特徴が‘‘hyperbole”というより
o　　■　　■　　■　　　●

も“s訟tic”であることは巳に指摘したが，劇の転機を，　Peter　Ureの言葉を借用すれば，「話　　　　　　、一

し手の情熱あふれる心をよく表わしている」styleでこのように浮き彫りにするのは，対照に

より，一そう効果的な働きをしている。この幕場以前に“static”なHelenaのstyleが“dy・

nami♂になった唯一の場面は第一幕第一場，“military　imagerジが頻出するParollesとの

対話の時であることを述べたが，この生彩ある台詞にも“m…1itary　i㎜gery”が多用されてい

ることは注目に値する。

Helenaの独白はさらに続く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

No；come　thou　home，　Rossillion，　　　　　　　　　　・

When。e　honour　but　of　danger　wins　a　scar，，

As　oft　it　loses　al1；Iwill　be　gone；

My　belng　here　it　is　that　holds　thee　hence．

Sha111stay　hete　to　do，t？　　No，．no，　altho｝】gh

The　air　of　pamdi5e　did　fan　the　housε

And　angels　of丘c，d　alL　I　w111　be　gone，

That　pitiful　ru皿our㎜y　report　m・y　Hight

To　consolate　thine　ear．　Come，　night；end，　day；

For　with　the　dark，　poor　thief，1’11　steal’awaヌ　　　　　　　　（皿【．　ii．120－129）

　　　　　　　　　　　　　　、

D．A．　Stau施rは，この独白の中にsonnetの形式があることを指摘して，“no　longer　mourn

｛bmle　when　I　am　dead”というsonnetの瀬分がみられることに言及している。さらに，

彼は言葉を続け，最後の“P◎or　thief，1，11　steal　awaゾ’も“steal　away　into　exile　and　death”と

いうsonnetの内容で語っていると述べているが13）至言である。ここで劇の前半が終る。

（5）
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後半でHelenaが登場するのは，第三幕第五場である。　S訓int　Jaques　le　Grandへの道を尋

ねる寡婦との対話は，2箇所（58－63行，95－100行）の長い台詞を除いて，“互sthis　the

w。yP（37行），・・1・i・y。・・舘1f？・（43行），“1・h・・ky・－dwiU鋤・1カ・y…1・1・u「°”

（45行）など，殆ど1行の台詞で，しかも，この劇の前半と同じ単二音節語を主とする平易，

簡素な言葉で続けられる。

次にHelenaが現れる第三幕第七場は注目に値する。寡婦の婦slanaの代りに，自分に

Bertra皿と共寝をさせてくれるよう寡婦に懇願するHelenaのstyleには変化が見られる。

Let　u5　assay　our　plot；wllich，　if　it　speed，

Is　wicked　meaning　in　a　la・vful　d肥d，

And　lawful　meaning　in　a　lawful　act，

Wllere　bothot　sin，　and　yet　a　sinfuHacL　　　　　　　（Ilhii．44一47）

G。。鉦，ey　B。11。。ghは…〃・剛ce・t・1・ly・・nt・i・・騨d・…。f・ha田・t・・and・it’

。hti。n＿H，1。na出，p，。ves　the　c・nv・nti。・・1加1i・f　that・w。m・n　m・・t・u任・・i・・i1・鵬

by飴ll。wi。g　h…elu伽t　hu・馳nd・。　Fl。・ence　and・1・e・e・mpPi・g　him舘・u・11y　int°

9，tti。g　h。，　w玉th・hild，・h・・f・1∬11i・g・釦1k－・・1・‘imp。鵠lbiii・y”’14＞と述ぺて・この劇にお

けるparadoxの重要性を指摘している。　Helenaの上の台詞は・同一語の反復を用いたcou’

pletsで，巧みにparadoxで内心「を吐露している。また・夫の課題を果たす計画を述べるこ

の重要な台詞の中に「意図はよこしまでも行為は正当」（45行）という“appearance”と“re・

ality”のテーマー彼女の最初の台詞（Ij．50）のテーマーが再び表われているのは，極め

て注目すべきことである。

Paradoxは，第四幕第四場，無事目的を遂げたHelenaが，寡婦と娘のDlanaに話す台詞

の中にもi表われる。

But，　O　strange　me町！

That　can　such　sweet　use　make　of　what　they　hate，

When　saucy　trusting　of　the　co罠n，d　tll。ugh幅

D・m・・th・pit・hア・ig1・t；・。1・・t　dgth　P1・ア

With　what　it　loathes　for　that　which　is　awaヱ　　　　　　（IV　i肌21－25）

郵のE、。♂，、言副…に基づく・・D・丘1・・th・pit・hx　night”（24行）を効果的に用い，残・t田m

のような燗の課題を果たすためには編ゐ毛夢・Lが必要であるとH・1en・が述ぺる時・こ

のparadoxのstyleはすぐれた役割を演じている。
gelenaによって用いられたpa【adoxのstyleは，・4〃5既」‘の最後の幕場である第五幕

第三場に，P。，dl，、，　Ki。g，　Di・n・によっても用いられ15）・この捌こ謎わい’1鋤灘を果

している。
謖ﾜ幕第三場，寡婦と共に登場するHelenaを見て我が目を疑う王に対し・彼女はこう述

ぺる。

No，　my　good　lord；

‘Tis　but　the　shadow　of　a　wife　you　see；

The　n。me　a。d。。t　the　t1、i。殴　　　　　　　　　（V・iiL　300－302）
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このparadoxlcalなstyleは，彼女の実体を見事にi表わしている。　Helenaは，　Bertram　IIこ

実体を認められない以上，妻のappearance，つまりshadowであり，real｛tyでないのである。
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